
色々あった最終目標の高校選手権も終わりました。

残念ながら今年は全国大会にOB出場は出来ませんでしたが、

BEST４に３名出場して、２人は優秀選手賞を受賞、凄いです。

因みに、BEST８以上で優秀選手賞を複数人受賞した少年チームはセンチュリーと五條だけ。

中学チームでは帝塚山、五條、高田と大和、FC.Anilloです。

超上手い選手は県外に流出しているかもしれませんが数名だけです、その中でです。

記憶にある３年連続で高校大会にて準決勝以上には最低２名は出場している、感激です。

選ばれる選手や人になって欲しい。

これは、上手いだけでなく日々の姿勢や取組みです（真剣にサッカーと向き合った成果）

指導者や先生の言葉には正面で聞け、分からなければ聞けを実践してくれたかなぁ。

中学で強いチームに行って他人がサッカーしているだけではダメ、自分からなのだ。

サッカーは教えられるスポーツではない、学ぶことだ。

基礎スキルはセンチュリーで十分取得している、

中学年代では、高校で連携と連動を発揮出来る準備だ。

何処でその準備が出来るか一度熟考して欲しい。 上記の事でも分かるかな！

決して、１～99まで規律持っているチームが成⾧出来るとは限らない、これがサッカーだ

だから止められね～   『野放しでは無い自由で楽しいサッカーの時間を』

よく、選手同士で考えることをテーマにしていますが、もう一歩先を見て欲しい、

仲間同士で考えた結果を、指導者に伝えて一緒に考えてもらっているだろうか

検討反省だけさせられて、それを反映されてなく最後は勝つだけのために指導者の指示

のままでは……（社会ではよくあるかな、ファフォーマンスだけの）見かけに騙されるな

OBで一番感激したのは、橿陸にて高校選手権でハーフタイムのベンチに控える時、最高

にオーラのある先生（本当は優しいです、CFCを助けてくれた先生です）と対等に

試合分析を話して行く姿、  成⾧したなぁ～～

この勇姿を今でも最終目標にしています。（目的は素敵な社会人です）

高校では発想力も大事だ

前回紹介した作戦ボードにおいて、通常は平面で動きを伝えるが、人形とカメラを使い３D

立面方式で解説、これも一工夫だ。 

色々な発想力を持てるように日々何故何故と観察や洞察力を鍛えてください。

2021/2/7――　未来ある選手達にメッセージ　――


